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大学校と豊農会との連携
令和4年度・5年度分の豊農会総会を令和6年4月に書面開催し

役員の評決を得ました。評決結果について、新役員名のみお知
らせします。

総会報告

令和6年度・７年度 豊農会役員（敬称略）

役職 氏名 期

会長 中尾 義永 農大１１

副会長

高橋 靖 農大６

寺田 昌史 農大１４

大丸 仁志 農大１１

小走 義宣 農大１５

会計
上平 茂之 農大１３

大塚 美穂 農大２７

書記
中西 清貴 農大２１

太田 憲志 農大１８

監事
植原 満晴 農大３

福田 順一 農大８

理事

水田 恵一郎 経伝２０

竹西 長士 農大６

南 忠宏 農大新５

堀川 真 農大２４

前田 伸朗 農大３２

田尻 恵士 ＮＡＦＩＣアグリ１

芝田 秀人 ＮＡＦＩＣフード１

新規就農を目指す2年生の学生に対して、実践的な技術・知識の習得、また経営センスを
磨くため農家現地実践実習を実施しております。令和6年度は下記の卒業生に受け入れてい
ただき、就農に向けてご指導をいただきました。

アグリマネジメント学科 農家現地実践実習での学生受入れ

フードクリエイティブ学科1年生
産地見学（科目名：農業基礎）

令和6年9月24日にフードクリ
エイティブ学科1年生が西さん
(NAFIC2期生）の農場を訪問し、
カキ栽培についてご指導をいた
だきました。

受入れ先 卒業期 派遣学生名 研修作物

北村さん(明日香村） 農大33 塚本さん イチゴ

山崎さん(広陵町） NAFIC1 堀内さん イチゴ

平畠さん(曽爾村） 農大24 仲舟井さん ﾍﾞﾋﾞｰﾘｰﾌ

杦本さん(下市町） NAFIC7 仲舟井さん カキ

フードクリエイティブ学科2年生キャリア実践実習での学生受入れ

アグリマネジメント学科2年生
産地見学(科目名：地域ブランド農産物）

見学日 事務所 見学先(市町村） 卒業生(期） 内容

R6.6.26 北部
治道産直出荷グループ
トマト部会(大和郡山市）

佃さん(農大25) トマトの選果

R6.6.26 北部 (株)よしき園芸(平群町） 奥川さん(農大22） 小ギク栽培

R6.7.10 中部 奈良のいちごやさん(田原本町） 青木さん（新農大9） イチゴ栽培

令和6年5月17日に、西田さん、佐野さんの2名が、
校外実践実習の派遣先として、秋山さん（NAFIC2期
生）のLa ville（ラ・ヴィーユ） ～都（みやこ）
～ でご指導をいただきました。

校長あいさつ

なら食と農の魅力創造国際大学校
校長 谷垣 裕子

令和6年4月に着任しました、校長の谷垣と申します。どうぞよろしくお願
い致します。
伝統ある奈良県農業大学校を再編し、新たに「食」の担い手を育成する

フードクリエイティブ学料を設置し、「農」の担い手を育成するアグリマネ
ジメント学科との2学科制で開校した、なら食と農の魅力創造国際大学校
（NAFIC）は、早いもので、来年度10年目を迎えます。NAFICは、目的意識高
く学ぶ学生に高い指導力を持つ教員が、日々大変面白く熱い授業・実習を
行っており、学ぶ意欲と活気にあふれた素晴らしい学校であると日々感じて
おります。
現在の学生達の様子を少しご紹介します。2年生については、アグリマネ

ジメント学科（アグリ）の学生は、「農家現地実践実習」、「プロジェクト
実践実習」に取り組み、その成果発表会では、質の高い研究成果を披露して
くれました。実習での苦労や努力した点などを成果につなげていく分析・考
察を堂々と語る姿に、大きな成長の跡を感じました。
また、フードクリエイティブ学科（フード）の学生は、「キャリア形成実

践実習」においてそれぞれに研究を進めたと同時に、2年生の秋以降、2月の
「卒業レストラン」に向けてのチームでの取り組みを学びました。計６回の
レストラン運営においては、一回ごとに調理、運営に改善を加え、回を重ね
るごとに見事に成長していく学生達の姿に、大変感銘を受けました。
また1年生も、クラスメート同士のチームワークもよく、熱心に勉強に取

り組んでいます。特に夏休み以降は、めざましく技術が向上し、自信を持っ
て野菜等の栽培や料理に取り組み、「食材活用ワーキング」では、アグリ、
フードそれぞれの学科の知識を出し合って、ユニークで魅力的なレシピを開
発してくれました。
豊農会会員の皆さまからは、実習の受け入れ、授業へのご出講など、学生

への様々なご指導を賜っております。皆さまのお力添えで素晴らしい大学校
に育てていただきましたことに心より感謝申し上げます。
私達ＮＡＦＩＣ職員一同、新たな伝統を築き、在校生、卒業生が胸を張っ

て誇れる学校であり続けるべく、日々、精進と努力を続けてまいります。
引き続き、ご指導の程よろしくお願い申し上げます。

（株）よしき園芸 奈良のいちごやさん西さん圃場

豊 農 会会報

La ville ～都～ 秋山さん

北村さんイチゴハウスにて

豊農会会員の皆様には、同窓会の活動にご理解とご協力を
頂いておりますことを、この紙面をお借りして厚く御礼申し
上げます。
昨年より続いております、令和の米騒動は静まる見込みも

なく、一時の野菜の高騰ぶりなど、農業に対する関心は近年
に無く高まっております。農業は国防だ、若手農業後継者の
育成が急務だなど、政府与党からもっともらしい発言はあり
ますが、結果がすべてを物語っております。私が農大を卒業
した約40年前の農林水産予算は3兆7千億、国家予算53兆円算
の7％弱ありましたが、令和6年度は2兆2千億、国家予算の2％
未満でした。つまりは、予算の中に占める農林予算は3分の1
以下になったわけです。国家としての、この40年間の農業と
漁業に対する気持ちをこの数字が表しています。中でも、奈
良県への農水予算は安定の最下位で84億円、46位の神奈川県
は202億円で、二桁は奈良県だけでした。
予算への愚痴はこの辺にしておきまして、令和7年度は、

豊農会90周年、NAFIC創設10周年の記念すべき年度であります。
つきましては、令和8年1月に記念事業を企画しております。
NAFICとして生まれ変わって10年、多くの農業、食ならびに
「もてなし」のプロを世に送り出してきました。
私たち同窓会も頑張る後輩たちを支援していきたいと考えております。
この記念事業を機に、今一度食と農の学校が果たすべき役割を踏まえ、私たち卒業

生が頑張る姿を共に確認しあう機会としたいと考えております。豊農会皆様の多くの
ご参加と、あらゆる面でのご支援を切にお願いいたしたく思っております。
この度の米騒動が、農業全般の問題点を再検討し、国民にとっても農家にとっても

、より良い方向への転換となることを願っております。そのためにも、プロの農業者
集団としてあらゆる場面で、培った経験を提言していかなくてはなりません。
最後になりましたが、今後とも、豊農会の取り込みにご理解ご協力を頂けますことを
お願い申し上げ、会長としての挨拶とさせていただきます。
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令和7年度に、NAFIC10周年・豊農会90周

年記念事業を行います。記念式典・記念講

演会・祝賀会は令和8年1月24日(土)に附属

セミナーハウス（安倍校舎）にて開催予定

です。詳細は追ってお知らせします。

■平松博利名誉校長と学生との交流

■食材活用ワーキング

■意見発表・プロジェクト発表会開催

■東海近畿学生スポーツ大会
令和6年5月29日～30日、滋賀県において開催されました。

令和6年11月～12月にかけて、両学科合同の授業とし
て「食材活用ワーキング」を実施しました。アグリマネ
ジメント学科の学生が栽培した食材をフードクリエイ
ティブ学科の学生とともにメニューを考案し調理を行う
など、交流を深めました。

■NAFIC祭
令和6年10月26日にNAFIC祭を開催しました。安倍校舎・池之内校舎あわせて約900人の来場者がありました。天候にも恵まれ盛り上がったNAFIC祭となりました。

各学科までお願いします。

フードクリエイティブ学科

食・研修係 ☎0744-46-9700 

アグリマネジメント学科

農・研修係 ☎0744-47-3430

ＮＡＦＩＣからのお知らせ

令和6年7月24日と12月5日に、名誉校長から講話ならびに学生一
人ひとりに励ましのお言葉をいただきました(12月5日はWEB開催）。

令和６年度 NAFIC行事報告

学生が日頃の学習成果を披露し、相互に研鑽を積むことを目的に、1年生は
意見発表会、２年生はプロジェクト発表会を実施しました。アグリマネジメント学科で
は、東海・近畿ブロック予選を兼ねており、平さん（２年生）、小走さん(1年生）が三
重県で行われた大会に出場しました。

フードクリエイティブ学科生にレストラン
経営者の心構えを講義する名誉校長

アグリマネジメント学科公開講座フードクリエイティブ学科公開講座

調理中の両学科学生

NAFICでは、卒業生の活躍やNAFICでの学びを

県民の方々に広く周知していただくためNAFIC

NEWSを令和元年に創刊、令和6年度末に第4号を

発行しました。郵送を希望される方は、右記の

問い合わせ先まで連絡をお願いします。

NAFIC NEWS第4号を発行 NAFIC10周年・豊農会90周年 お問合せは

野球

令和6年11月24日に、「予約がとれない伝説の家政婦」としてメディアから注
目されるタサン志麻さんをお招きして、「タサン志麻さん流 家族で地元食材
を楽しむコツ」と題した講演会を開催しました。

令和7年3月6日に、品種ナビゲーター 竹下大学さんをお招きし、
「品種の物語を地域資源に ～種苗から考える奈良県農業の未来～」
と題した講演会を開催しました。

完成した料理とともに 集合写真

参加種目 おもな成績 参加種目 おもな成績

バドミントン 女子シングルス1位 バスケットボール 4位

卓球 男子ダブルス2位 テニス
女子ダブルス1位
男子ダブルス3位

団体2位

野球 4位 バレー 1回戦敗退

フードクリエイティブ学科

プチ料理教室 卒業生出店

アグリマネジメント学科

焼きとうもろこし販売 卒業生販売コーナー

アグリマネジメント学科
(2年生成果発表会）
令和7年1月31日

東海近畿ブロックの大会で発表する
平さん(左）・小走さん(右）
（令和7年1月16日) 名誉校長から全校学生への講話

フードクリエイティブ学科
(2年生成果発表会）
令和6年12月17日

令和7年3月発行 なら食と農の魅力創造国際大学校豊農会会報 きずな


